
令和５年７月２０日  
 

報道機関各位 
 

長岡市商工部産業イノベーション課   

バイオエコノミー担当課長  
  

          ～ビジネス資源としての雪の可能性を探ります～ 

ミライエオープニングイベントとして第４回バイオサロンを開催 

 
長岡バイオエコノミーコンソーシアム※は、多様な業種・業態の人たちからの異なる視

点での議論を深め、地域課題解決に向けたオープンイノベーションの促進を図るための

「バイオサロン」を令和４年度から開催しています。 

本年度最初のバイオサロンは、「ビジネス資源としての雪の利活用」をテーマに、オー

プン直後のミライエ長岡で開催します。雪室貯蔵による食品製造・販売事例の発表など

を通して、雪の資源性や、その利活用による新産業創出の可能性について意見交換を行

います。 

つきましては下記のとおり概要をお知らせしますので、ぜひ取材くださいますようよ

ろしくお願いします。 

なお、本事業は、開催前日に実施する市の共催事業「雪の市民会議 in 長岡」と連動し

て行うものです（「雪の市民会議 in 長岡」の詳細については別紙参照）。 
 

 
長岡バイオエコノミーコンソーシアム 第４回バイオサロン 

 
１ 日 時 ７月２３日（日）１５時～１７時（予定）  

２ 会 場 米百俵プレイス ミライエ長岡 NaDeC BASE 内 イノベーションサロン 

３ テーマ 「ビジネス資源としての雪の利活用の可能性」 

４ スケジュール 

15:00 ～ 開会・事例発表 

① 「越後雪室屋」ブランドの活動について 

   ・にいがた雪室ブランド事業協同組合 理事長 佐藤 健之 氏 

   ・株式会社ホクショク 代表取締役社長    平石 祥吉 氏 

②  新潟県外における雪の利活用の取組について 

    ・雪の市民会議 副代表           本間 弘達 氏 
 
16:00 ～ 意見交換 
 

参加者には、「越後雪室屋ブランド」や、県外における雪を利活用した飲食を 

提供予定です。 

５ 参加者（予定） ３０人（バイオコンソーシアム会員、市内民間事業者など） 

 

※長岡バイオエコノミーコンソーシアム 

バイオエコノミー(バイオテクノロジーや再生可能な生物資源などを利活用し、持続的で、再生
可能性のある循環型の経済社会を拡大させる概念)推進に向けて、新産業の創出や地域資源の活用
などを通じた循環型社会の実現を目的として、市内外の企業や高等教育機関、金融機関、研究機関、
行政などで構成する組織として令和３年７月に設立（会長：長岡市長）。現在４２団体が加入。 

   
問い合わせ：産業イノベーション課 宮島 

TEL ０２５８－３９－２４０２

長岡市 




